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介護ワーカー不足が招く「9兆円の経済損失」と社会の限界

「潜在有資格者」の力を現場へ届ける持続可能な新たな介護インフラ

カイテク『ラウンドテーブル』を開催

カイテク株式会社（代表取締役社長 武藤高史、所在地：東京都新宿区）は、「介護ワーカー不足が招

く「9兆円の経済損失」と社会の限界。「潜在有資格者」の力を現場へ届ける持続可能な新たな介護イン

フラ」をテーマとしたラウンドテーブルを2026年9月25日（金）に開催いたしました。

本発表会では、代表取締役社長の武藤高史が登壇し、地域に眠る有資格者の「埋蔵時間の再配置」が

いかにして社会課題を解決に導くか、その実態と展望をお話ししました。

また本セッションでは、実際にカイテク導入事業所である株式会社SOYOKAZE 人事部 採用チーム部

長 大橋邦彦さまにもご登壇いただきました。早番・夜勤など人手が不足しやすい時間帯の実態や、人手

不足が職員の疲弊・離職、利用者へのケア品質に影響しうることをお話しいただきました。また、カイ

テク導入後は、派遣利用の抑制に加え、スポット勤務をきっかけとした長期雇用への転換や、職員が休

みを取りやすくなるなどの変化が生まれていると語りました。さらに、外部人材が現場に入ることで第

三者視点の気づきが生まれ、ケアの質や職場づくりにも良い影響が出ていることが紹介されました。

■名称  ：介護ワーカー不足が招く「9兆円の経済損失」と社会の限界

  「潜在有資格者」の力を現場へ届ける持続可能な新たな介護インフラ

  カイテク ラウンドテーブル 

■開催日時  ：2026年9月25日（金）10:00～11:00

■登壇者 ：カイテク株式会社 代表取締役社長 武藤高史（むとう たかふみ）

株式会社SOYOKAZE人事部 採用チーム部長 大橋邦彦（おおはし くにひこ）

開催概要



介護人材不足が引き起こす、本当の社会課題とは

まずはじめに、カイテク株式会社代表取締役社長の武

藤高史より、介護・医療・福祉領域に特化したスポット

ワークサービス『カイテク』の概要と、介護人材不足の

現状、そしてその不足が社会全体にもたらす課題につい

て説明しました。

武藤は、介護人材不足が続くことで、介護サービスの

受け入れ制限や縮小が起こり、その不足分を家族が担う

ことで、仕事と介護の両立困難、離職、欠勤、生産性低

下へと波及すると指摘しました。

厚生労働省の推計では、2040年度には約272万人の介護職員が必要とされ、約57万人の追加確保が求め

られています。また、経済産業省の試算では、2030年時点でビジネスケアラーは約318万人にのぼり、仕

事と介護の両立困難による経済損失は約9兆1,792億円に達するとされています。

こうした背景を踏まえ、武藤は「介護事業所は365日24時間、常に人手が足りないわけではありません。

朝のモーニングケアや入浴介助、夜勤など、各事業所ごとにピンポイントで人手が足りない時間がありま

す。私たちは、有資格者の方が"もう少しなら働ける"にもかかわらず活かしきれていない時間を"埋蔵時間"

と捉え、その時間を必要な現場へ届けることで、人材不足を人数だけでなく、時間と専門性の再配置から

解決していきたいと考えています」と説明しました。

「人を増やす」だけではなく、必要な時間に専門職を届ける仕組みへ

介護人材不足は、単に「採用数を増やす」だけでは解

決しきれない段階に入っています。

現場で起きているのは、常勤職員1名分が丸ごと不足

しているというよりも、入浴介助、食事介助、夜勤、見

守りなど、特定の業務・時間帯に生じる“数時間の穴”で

す。その穴を既存職員の残業や出勤変更、管理職による

穴埋めで支え続けることは、職員の疲弊や離職につなが

り、結果として現場の持続可能性をさらに損なう要因に

なります。

だからこそ、今後は常勤採用だけに頼るのではなく、

地域に眠る有資格者の"少しなら働ける時間"を活かし、

必要な時間に必要な専門職が入れる仕組みを整えること

が求められます。

カイテクは、業務の切り出し、マッチング、相互評価、

リピート勤務を通じて、施設単位ではなく地域全体で専

門職の時間を共有する新たな介護インフラづくりを進め

ています。



単なる人員補充ではなく、地域の専門職ネットワークをつくる

導入施設が語る、介護現場の人材不足とカイテク活用による変化

続いて、実際にカイテクを導入する株式会社SOYOKAZE 人事部 採用チーム部長 大橋邦彦さまを迎え、

介護現場で起きている人材不足の実態と、カイテク活用による変化についてトークセッションを行いました。

大橋さまは、現場で特に人手が不足しやすい場面として、早朝の早番や夜勤を挙げました。生活リズムへ

の負担が大きい時間帯を担える人材は限られており、人手不足が続くことで、一部の職員に業務が集中し、

疲弊や離職につながるケースもあると説明しました。また、職員の余裕が失われることで、利用者の変化や

要望に十分対応できなくなるなど、サービス品質にも影響が及びうると語りました。

SOYOKAZEでは、派遣利用によるコスト課題や採用強化の必要性を背景にカイテクを導入後、派遣の利

用が3分の1にまで減少。さらに、カイテクでのスポット勤務をきっかけに長期雇用につながったケースも多

く、いまでは毎月の採用人数の約2割をカイテク経由が占めています。さらに、夏休み期間など職員が休み

を取りたい時期に、必要な日・時間帯だけカイテクを活用することで、職員の休暇取得や働きやすさの向上

にもつながっていると説明しました。

一方で、導入当初は「本当に来てくれるのか」「どのような人が来るのか」という現場の不安も大きかっ

たといいます。そうした不安に対し、カイテクのカスタマーサクセス担当が現場に深く入り込み、業務の切

り出しや受け入れ体制づくりを伴走したことで、現場の理解が進んだと語りました。大橋さまは、外部人材

が第三者視点で現場を見ることで、新たな気づきが生まれ、ケアの質やホスピタリティの向上にもつながっ

ていると述べました。

カイテクの本質的価値は、介護・看護の有資格者を単

発でマッチングすることにとどまらず、地域に存在する

専門職の“埋蔵時間”を、必要としている現場へ届ける仕

組みをつくっている点にあります。資格や経験を持ちな

がら、家庭・体力・距離・時間の制約から常勤では働き

づらい人でも、月に数回、1回数時間であれば介護現場

に関わることができます。カイテクはその時間を社会資

源として捉え直し、業務・時間帯の単位で現場とつなぐ

ことで、人材不足の捉え方そのものを変えようとしてい

ます。

また、カイテクは"知らない人が一度だけ来る"仕組みではなく、相互評価やリピート勤務を通じて、同

じワーカーが同じ施設に繰り返し関わる関係性を生み出しています。これにより、施設側には利用者理解

や現場ルールを共有した"馴染みのワーカー"が蓄積され、スポット活用が一時的な人員補充から、地域の

専門職ネットワークへと発展していきます。

さらに、外部の専門職が現場に入ることは、第三者視点による気づきや、相互評価を通じたサービス品

質の見直しにもつながります。介護施設がブラックボックス化しやすい中で、評価という新しい仕組みを

通じて現場の質を高めるきっかけを生み出していることも、カイテクが目指す社会的価値の一つです。



登壇者プロフィール

カイテク株式会社 代表取締役社長 武藤高史

立命館大学 情報理工学部卒業、同大学院修士課程修了（在学中は被災地向

け遠隔操作ロボットの研究開発に従事）。

2013年、富士ゼロックス株式会社（現・富士フイルムビジネスイノベー

ション株式会社）に入社。2015年に人材系ベンチャーへ参画後、エムス

リー株式会社にてプロダクト責任者を務める。

介護・医療業界をテクノロジーで変革することを目指し、2018年2月にカ

イテク株式会社を設立。介護職員初任者研修を取得し、介護事業所での勤

務経験を通じて顧客起点の課題解決に取り組む。現場の笑顔を1つでも増や

すため、業界に新たな価値を創造し続けることが生き甲斐。

カイテク株式会社について

◆カイテク株式会社について

介護・医療領域に特化した、有資格者限定のスポットワークサービスです。

2018年の創業以来、介護・医療領域に特化した有資格者限定のスポットワーク

サービス「カイテク」を展開。導入事業所数29,969、介護・医療専門職ユーザー数1,358,361人、売上

高3年成長率58倍など、急成長を続ける同社は、慢性的な人材不足に直面する介護・医療現場に新しい選

択肢を提示しています。資格を持ちながら十分に活用されていない“埋蔵時間”をテクノロジーでつなぎ、

採用だけでは解決できない人材課題を、社会全体で支える仕組みへと転換しようとしています。

介護・看護資格者限定

「カイテク」

薬剤師免許取得者限定

「カイテク薬剤師」

医療師免許取得者限定

「カイテクドクター」

「カイテク」発のシフト管理サービス

「カイテクシフト」

◆提供サービス
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